
第５回地域部活動推進委員会 
 
 
 
 
 

日時 令和５年１月２４日（火） 
１４：００～１６：００ 

会場 生涯学習センター中研修室 
 
 

会 議 次 第 
 
 

１ 開  会 
 

       ２ 挨  拶                         （14:03～14:06） 
 

３ 協議・報告                       （14:06～15:45） 
（１）モデル校での実践研究のまとめについて        
（２）本県での取組について         
（３） 国の「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する 

総合的なガイドライン」及び県の「岡山県学校部活動の在り方に 
関する方針」（案）について  

       （４）来年度以降の県の取組について 
       （５）地域移行支援コーディネーター派遣状況について 
       （６）中体連の大会の在り方について 
       （７）地域クラブ活動において休日の指導を希望する場合の 

兼職兼業の申請について（案） 
             （８）文化部会より 

 
４ そ の 他                        （15:45～15:55） 

      〇今年度のスケジュール 
 
５ 閉  会                       （15:55～16:00） 
 



地域部活動推進委員会設置要綱

（目的）
第１条 働き方改革を踏まえた部活動の在り方を検討し、持続可能な部活動と教師の負

担軽減の支援体制の構築に資するため、地域部活動推進委員会（以下「委員会」とい
う。）を設置する。

（所掌事務）
第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の事項を協議する。
（１）岡山県における地域部活動の在り方に関すること
（２）関係機関との連携に関すること
（３）教員の兼職兼業に関すること
（４）大会の在り方に関すること

（委員）
第３条 委員会の委員は、次に掲げる２２名以内をもって組織する。
（１）学識経験者 １名
（２）学校体育連盟の代表 ３名
（３）スポーツ団体の代表 ３名
（４）学校文化連盟 ３名
（５）文化団体 １名
（６）校長会（中学校・高等学校） ２名
（７）ＰＴＡの代表 ２名
（８）市町村教育委員会 ３名
（９）岡山県環境文化部スポーツ振興課長 １名
（10）岡山県環境文化部文化振興課長 １名
（11）岡山県教育庁保健体育課長 １名
（12）岡山県教育庁生涯学習課長 １名

（任期）
第４条 委員の任期は、委嘱の日からその属する年度の末日までとする。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の在任期間とする。

（会長）
第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選により、これを定める。
２ 委員長は、委員会を代表し、会長を総理する。
３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理す

る。

（委員会）
第６条 委員会は、１年度２回程度開催する。
２ 会議では、必要に応じ関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

（部会）
第７条 委員会には、必要に応じ部会を設置することができる。

（事務局）
第８条 委員会の事務を処理するため、岡山県教育庁保健体育課及び岡山県教育庁生涯学

習課に事務局を置く。

（その他）
第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。

附 則
この要綱は、令和３年４月２１日から施行する。
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◎委員長　

川藤　圭一 　　　　　〃　　　　　主任

令和４年度地域部活動推進委員会委員
任期R5.3.31まで(敬称略）

氏　名 職 名 備 考

◎ 髙岡　敦史 岡山大学大学院教育学研究科准教授

森　　章博 岡山県中学校体育連盟会長 岡山市立高島中学校長

田中　　薫 岡山県高等学校体育連盟会長 岡山県立備前緑陽高等学校長

藤原　　修 岡山県高等学校野球連盟会長 岡山県立玉野高等学校長

長尾　隆史
公益財団法人岡山県スポーツ協会
事務局次長

赤木　弘蔵 岡山県スポーツ推進委員協議会長

三宅　厚自 総合型地域ＳＣ岡山協議会長

國富　聖子 岡山県中学校文化連盟会長 岡山市立建部中学校長

秋山　　宏 岡山県高等学校文化連盟会長 岡山県立総社南高等学校長

小原　敏彦 岡山県中学校吹奏楽連盟会長 総社市立総社東中学校長

岡野　千鶴 岡山県文化連盟専務理事

小橋　宣彦 岡山県中学校長会長 岡山市立旭東中学校長

武内　洋二 岡山県高等学校校長協会長 岡山県立岡山操山高等学校長

三上　昭彦 岡山県ＰＴＡ連合会副会長

菊地　　潤 岡山県高等学校ＰＴＡ連合会長

片山　洋平 赤磐市教育委員会学校教育課主任

赤堀　恵一 早島町教育委員会学校教育課指導主事

平松　敬子 高梁市教育委員会こども教育課教職員係長

宮野　欣也 岡山県環境文化部スポーツ振興課長

藤原いずみ 岡山県環境文化部文化振興課長

山本　圭司 岡山県教育庁保健体育課長

滝澤　幸隆 岡山県教育庁生涯学習課長

（事務局）

神田　尚美 岡山県教育庁保健体育課副課長

松村　和憲 　　　　　〃　　　　　総括副参事

 山　隆志 　　　　　〃　　　　　指導主事（主幹）

宮崎　准二 　　　　　〃　　　　　指導主事（主任）

岡山県環境文化部スポーツ振興課総括参事

國分　優子 岡山県教育庁生涯学習課総括副参事

石川　雄大 　　　　　〃　　　　　指導主事（主任）

岸本　真治 岡山県環境文化部文化振興課総括参事

荻野　　誠 岡山県教育庁教職員課　主任

山本　浩之
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○ ○

○ ○ ○ ○
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○ ○

○

○ ○
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○ ○
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○ ○

第５回地域部活動推進委員会　座席表

生涯学習センター中研修室

○

○ ○

環境文化部文化振興課

総括参事

岸本 真治

岡山県スポーツ推進委員協議会

会長

赤木 弘蔵

岡山大学大学院

教育学研究科 准教授

髙岡 敦史

県中学校体育連盟

会長

森 章 博

公益財団法人岡山県スポーツ協会

事務局次長

長尾 隆史

県教育庁生涯学習課

課長

滝澤 幸隆

県教育庁保健体育課

総括副参事

松村 和憲

県高等学校体育連盟

会長

田 中 薫

県高等学校野球連盟

会長

藤 原 修

総合型地域SC岡山協議会

会長

三宅 厚自

県中学校文化連盟

会長

國富 聖子

高梁市教育委員会

こども教育課

教職員係長

平松 敬子

岡山県文化連盟

専務理事

岡野 千鶴

岡山県中学校長会

（代理）

松浦 敏

県環境文化部スポーツ振興課

課長

宮野 欣也

県教育庁保健体育課

課長

山本 圭司

岡山県PTA連合会

副会長

三上 昭彦

県環境文化部文化振興課

課長

藤原 いずみ

県教育庁保健体育課

指導主事（主任）

県教育庁教職員課

主任

荻野 誠

県環境文化部スポーツ振興課

総括参事

山本 浩之

赤磐市教育委員会学校教育課

主任

片山 洋平

入

口

岡山県中学校吹奏楽連盟

会長

小原 敏彦

入

口 県教育庁生涯学習課 県教育庁保健体育課

指導主事（主任） 指導主事（主任）

石川 雄大 宮崎 准二

県環境文化部スポーツ振興課

主任

川藤 圭一
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３　協議・報告 （１）モデル校での実践研究のまとめについて
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 実践モデルの取組（まとめ）について 【赤磐市】 

定量的観点 

・ 地域側 受 皿    令和３年度  赤磐市地域連携部活動推進協議会（以下  協議会     ）  
新  ⽴ 上  部活動 地域移⾏    協議     本年度 ２回開催  予定    赤磐市⽴磐 
梨中学校 吹奏楽部は４月から、美術部は５月から地域指導員による指導を開始した。 

・ 協議会  退職教員 声掛  ⾏    市商⼯観光課 地域   協⼒隊 連携      地域指導員 
を確保した。吹奏楽部の地域指導員は、退職教員１名、小学校非常勤講師１名の計２名である。原則、
毎週土曜日に指導しているが、夏季休業中には平日にも指導した。美術部の地域指導員は、市の地域おこし
協⼒隊１名    ２ 月 １回程度 土曜日 指導    。 

・ 顧問の超過勤務時間は、前年度⽐７２％である。顧問の精神的な負担感の軽減や生徒の技術向上には役 
⽴      顧問 超過勤務時間 軽減         。 

・ 地域指導員に対して、特別⽀援教育の視点を踏まえた生徒とのかかわり⽅の研修を４月に⾏った。 

・ 休日の活動時には、生徒が緊急連絡先カードを持参することで、校内外での事故発生時に対応できるようにしてい
る。 

赤磐市⽴磐梨中学校（吹奏楽部 美術部） 

定性的観点 

・ ４月に実践校から保護者・生徒に対して、地域部活動について説明 ⾏   地域移⾏ 目的 地域指導 
員 指導内容    説明 ⾏    異論     。 

・ 吹奏楽部は、 学校の音楽室   隣 教室 学校備品の楽器等を使用して活動している。 

・ 学校の施設開放の⽅針について、兼職兼業による顧問が休日も指導していることから、学校側が必要性を感 
じておらず、検討項目に上がりにくい。 

・ 吹奏楽部は、兼職兼業による顧問２名と地域指導員２名の４名体制で指導している。パート練習では、地 
域指導員を含めた４名で指導し、全体指導では顧問が主指導をしている。地域指導員による単独指導は、
地域指導員の負担が大きく困難である。 

事業計画書  差異 

・ 保険料  受益者負担 考      本年度 断念した。 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、協議会の開催を延期した。 

事業進捗に関わる課題 

（地域指導員） 

・ 吹奏楽部について、地域指導者が高齢のため、主体的な関わり⽅が困難である。 

・ 美術部について、地域指導者の活動と美術部の活動内容の一致が難しい。 
 

（受益者負担） 

・ 財源不⾜      得 地域指導員 謝⾦ 昨年度  減額  １，０００円／時間の謝⾦で指導 
     （昨年度１，６００円／時間） 

・ 今年度中 次年度 運営資⾦ 地域 企業等  寄付を募る予定である。 
・ 来年度    保護者 理解 得 一部受益者負担     得   考           フォーム代や 

用具代、遠征費など相当の負担があるため容易    。 
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部活動の地域連携・地域移行 

■これまでと同様の部活動（学校単位、教師が指導を担う等）の維持・継続が困難 

   →子どもたちがスポーツ・文化活動に親しむ機会が大きく減少 

■スポーツ・文化活動の機会（確保・提供）を学校主体の取組から地域主体の取組へ移行 

   ・地域でスポーツ・文化活動を実施できる環境の整備 

   ・休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境の整備 

■「令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行」に向けて 

   各市町村において、スポーツ・文化担当部署、教育委員会、地域、学校の関係者等が検討･協議 

→子どもたちにとってふさわしいスポーツ・文化環境の確保（国の検討会議による提言） 

 

１ これまでの取り組み 
（１）部活動指導員の配置人数（延べ人数）                   ※（ ）うち文化部 

 H30 R1 R2 R3 R4 

市町村立中学校 113(18) 121(25) 122(23) 135(24) 142(24)予定 

県立学校  10(0) 12(1) 18(2) 25(2)予定 

（２）令和３年度～令和４年度（国のモデル事業） 

（３）令和４年度～ 

ア 地域移行支援コーディネーターの派遣  ※地域移行支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ―：学識経験者､総合型地域 SC ﾏﾈｰｼﾞｬｰ､ｽﾎﾟｰﾂ推進委員 

  ○市町村教委から依頼を受け、地域の実情に応じた地域移行の進め方等の支援 

イ 地域移行説明会等の開催（３回） 

  ○国や県の動向等を情報提供し、地域移行を促進 

  ○市町村教委、市町村スポーツ・文化振興主管課担当者、中・高の教員等、延べ約 215 人が参加 

ウ 全市町村及び県立中・中等教育学校での検討 

  ○各市町村で、スポーツ･文化担当部署、教育委員会、地域、学校の関係者等が協議する場の設置 

  ○県立中学校・中等教育学校（前期課程）での現状把握と検討開始 
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（２）本県での取組について



 

 
２ 課 題 

モデル校の実践研究や、市町村教育長会、校長会等との情報交換会で明らかになった主な課題 

 

 主な課題 内  容  等 

１ 関係者の理解 ・「学校部活動の地域移行」についての理解 

市町村、学校、生徒、保護者、関係団体（スポーツ少年団、

総合型地域スポーツクラブ等）、スポーツ推進委員等の関係

者との共通理解 

・各市町村における地域スポーツ・文化担当部署と教育委員会 

 等との連携 

２ 実施主体の確保 ・地域における新たなスポーツ・文化芸術環境の整備充実 

[実施主体(受け皿)となり得る地域におけるスポーツ団体等] 

スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ、 

競技団体に登録しているチーム、文化芸術団体、 

新たな団体の設立、企業や大学との連携 など 

３ 指導者の質の保障、 

量の確保 

・地域におけるスポーツ・文化芸術活動の指導者の確保 

・指導者研修（体罰、ハラスメント等の根絶）の実施 

・指導を希望する教師等の在り方（兼職兼業等） 

４ 施設の確保 ・学校施設の利用・管理（鍵の管理等） 

５ 大会の在り方 ・参加資格の見直し 

・大会引率や運営に係る教師の負担の軽減 

６ 費用負担(指導者の謝金、 

運営費、保険) 

・保護者等の理解 

・経済的に困窮する家庭の生徒への支援 

７ 危機管理（安全確保等） ・緊急時の連絡体制（個人情報の扱い） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

赤磐市

・赤磐ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　委員会①
・兼職兼業に
  かかる説明会

・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

・赤磐ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　委員会②
・各部への
　ヒアリング
・指導者研修会

・知事との生き
　活きトーク

・生徒･保護者へ
　アンケート
  実施

・赤磐ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　委員会③

早島町
・保護者への
　説明

・部活動指導員
　コンプライア
　ンス研修
・スポーツ少年
　団への説明

・教員の負担軽
　減アンケート

・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

・事業検証
・スポーツ少年
　団への説明

・教員の負担軽
　減アンケート
・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

・事業検証

合同部活動 高梁市
・市推進委員会
（事業計画）

・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

・市推進委員会
（アンケート検
証、中間評価）

・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

・市推進委員会
（アンケート検
証、中間評価）

・生徒･保護者へ
　アンケート
　実施

･事業まとめ

推進委員会③
・R3年度の成果
　と課題の共有
・R4事業計画等

推進委員会④
・事業検証
(中間まとめ）

推進委員会⑤
・事業検証
(事業まとめ）

中学校

高等学校

説明会①、② 説明会③
説明会（予備） 成果発表会

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ委嘱
説明会で説明 説明会で説明 説明会で説明

※国の動向や他県の取組に注視し、状況によっては、スケジュールを変更する場合がある。

部　会

地域移行説明会

地域移行支援コーディネーター

モ
デ
ル
校

令和４年度「地域部活動推進事業」スケジュール（予定）

全体の動き

休日の
部活動の
段階的な
地域移行

推進委員会

市町村教委

中学校
（高等学校はできる範囲）

第
４
回
運
動
部
会

第
３
回
推
進
委
員
会

第
４
回
推
進
委
員
会

第
５
回
推
進
委
員
会

市
町
村
担
当
者
会

体
育
担
当
者
会

県
中
学
校
長
会

教
育
問
題
懇
談
会

国の提言
（スポーツ）

知
事
と
一
緒
に
生
き
活
き
ト
ー
ク

第
１
回
地
域
移
行
説
明
会
①

第
１
回
地
域
移
行
説
明
会
②

第
２
回
地
域
移
行
説
明
会

研
究
成
果
発
表
会

市町村の進捗把握①

県
高
校
長
協
会

随時、拠点校及び市町村の支援

モデル校での実践研究

県南２会場、県北１会場（想定）

第
４
回
文
化
部
会

【主な取組み事項】 ・運営主体の確保 ・人材の確保 ・兼職兼業の体制整備 ・財源の確保 ・スポーツ担当部局等との連携 ・学校体育施設等の活用 等

【主な取組み事項】 ・運営主体の確保 ・人材の確保 ・兼職兼業への対応 ・財源の確保 ・生徒・保護者へ説明 ・校内体制整備 ・事故発生時の対応 等

拠点校の取組の検証、市町村での取組の検証 等

市町村の進捗把握②

第
５
回
運
動
部
会

第
６
回
運
動
部
会

第
２
回
文
化
部
会

第
３
回
文
化
部
会

国の提言

（文化）
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令和５年１月 
「部活動の地域連携・地域移行」について（案） 

 
岡山県地域部活動推進委員会 

 
 本県では、国が部活動改革として示した「部活動の地域移行」に係る、「地域部活動推進事業」を受託
（令和３・４年度）し、岡山県地域部活動推進委員会において本県における部活動の地域移行の在り方等
を検討してきた。 

今後、さらに少子化の進展等が見込まれる中、これまでの学校部活動の維持・継続が困難になった場合
でも、子どもたちのスポーツ・文化芸術環境を確保するため、学校部活動の地域移行に向けた検討を進め
ていく必要があることから、本委員会として、「部活動の地域移行」について整理する。今後については、
国の動向等を注視しながら関係各署と連携し、検討していく。 
 
１ 学校部活動の意義 

○ 生徒のスポーツや文化芸術等に親しむ機会を確保。自主的・主体的な参加による活動を通じ、達成 
感の獲得、学習意欲の向上や責任感・連帯感の涵養、自主性の育成に寄与。 

○ 人間関係の構築、自己肯定感の向上、参加生徒の状況把握や意欲向上、問題行動の発生抑制。 
○ 生徒や保護者から学校への信頼感を高め、学校の一体感や愛校心の醸成。 
○ スポーツや文化芸術の｢楽しさ｣や｢喜び｣を味わい、生涯にわたって豊かなスポーツや文化芸術活 

動を継続する資質・能力の育成や体力向上、健康増進につながる。 
 
２ 学校部活動の現状・課題 

○ 教師の献身的な支えにより学校部活動が維持・継続されている。 
○ 深刻な少子化の進行により、持続可能性の面で厳しさが増している。 
○ 競技・分野の経験のない教師による指導や休日の指導などが教師にとって大きな負担。 
 

３ 国の主な動き 
○ 令和２年９月（文部科学省、スポーツ庁及び文化庁） 

令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望
まない教師が部活動に従事しないこととする。 

○ 令和３・４年度 地域部活動推進事業の実施 
○ 令和３年１０月(スポーツ庁)、令和４年２月(文化庁) 部活動の地域移行に関する検討会議を設置 
○ 令和４年６月（運動部）、８月（文化部） 各検討会議から各提言 

 
 

・基本は、中学校の休日の部活動から段階的に地域移行していく。 
・目標時期：令和５年度開始から３年後の令和７年度末を目途（３年間：改革集中期間） 
・平日の地域移行は、休日の地域移行の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進 
・地域におけるスポーツ・文化芸術の機会の確保、生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等 
・地域のスポーツ団体及び文化芸術団体等と学校との連携・協働の推進 

○ 令和４年１２月 運動部活動と文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインを統合した上 
で全面的に改定 

・令和５年度から令和７年度までの３年間を「改革推進期間」と位置付ける。 
 〇 令和４年１２月（スポーツ庁、文化庁からの通知） 
  ・休日の学校部活動の地域連携や地域移行の達成時期について、国として一律に定めず、地域の実情 

等に応じて可能な限り早期の実現を目指す。 
 
４ 岡山県の主な動き 

○ 令和３・４年度 地域部活動推進事業の受託 
  ・地域部活動推進委員会での検討（委員会５回、運動部会６回、文化部会４回） 
  ・モデル校での実践研究（休日部活動の段階的な地域移行：赤磐市、早島町 合同部活動：高梁市） 
  ・地域移行説明会の開催（３回） 

・地域移行支援コーディネーター（５名）の派遣（１０市町村、計１４回）など 
○ 令和５年３月（予定） 本県における学校部活動の在り方に関する方針の改定 

11



12

（３）国の「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」及び
　　　県の「岡山県学校部活動の在り方に関する方針」（案）について



13
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「岡山県学校部活動の在り方に関する方針」（案）について 

 

１ 概 要 

  国は、スポーツ庁及び文化庁に設置した部活動の地域移行に関する検討会議から

の各提言等を踏まえ、少子化が進展する中でも、生徒がスポーツ・文化芸術活動に

継続して親しむことができる機会を確保することを目指し、学校部活動の地域クラ

ブ活動への移行に取り組むべく、平成 30 年にスポーツ庁及び文化庁が策定した部

活動の在り方に関する総合的なガイドラインを統合し、｢学校部活動及び新たな地

域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン｣(R4.12.スポーツ庁、文化

庁)（以下、国のガイドライン）として、全面的に改定した。 

  本県教育委員会では、こういった国の動向を踏まえ、平成 30 年に策定した運動

部活動と文化部活動に係る県の各方針を統合し、今後の学校部活動の在り方を示す。 

  

２ 内 容（別表参照） 

（１）「Ⅰ 学校部活動の運営の在り方」について 

〇 国のガイドライン「Ⅰ 学校部活動」の「５ 学校部活動の地域連携」を除

く内容に、現行の県方針の項目６にある「安全管理と事故防止について」を

追加する。 

 

（２）「Ⅱ 学校部活動の地域連携や新たな地域クラブ活動への移行に向けた 

環境整備」について 

  〇 国のガイドラインⅠの「５ 学校部活動の地域連携」と国のガイドラインⅡ、

Ⅲの中で、学校部活動に係る内容を記載する。 

〇 国のガイドラインⅡ、Ⅲにおける「新たな地域クラブ活動」に係る内容につ

いては、令和５年度以降、関係部局等において検討を進めるため、このたび改

定する、本方針には記載しない。 

 

（３）「Ⅲ 大会等の在り方の見直し」について 

 〇 基本的には国のガイドラインⅣと同じ内容であるが、「４ 全国大会をはじめ

とする大会等の在り方」については、本方針では「４ 県大会をはじめとする大

会等の在り方」として整理し、記載する。 

 

３ 改定までのスケジュール（予定） 

R4. 12.20 地域部活動推進委員会第６回運動部会において、団体等の意見聴取 

R5.  1. 6  地域部活動推進委員会第４回文化部会において、団体等の意見聴取 

1.17  岡山県中学校長会第５回代議員会において意見聴取 

1.17  岡山県中学校体育連盟第４回合同会議において意見聴取 

1.24  地域部活動推進委員会において、団体等の意見聴取 

2 月以降  岡山県教育委員会等で協議し、年度内に改定 
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（４）来年度以降の県の取組について

目的：県立中学校等の部活動の在り方（地域移行等）について検討、情報共有等
※３か年（令和５年度～令和７年度）予定（年２回程度）

委員：学識経験者（大学准教授）、県立岡山操山中、倉敷天城中、津山中、岡山大安寺中等（校長･生徒指導主事
･PTA・地域関係者等）、中体連、中文連、中吹連、その他スポーツ・文化団体関係者、県行政（スポーツ
・文化）、県教育庁（保健体育課・生涯学習課）

県立中学校等「地域連携・地域移行」検討委員会

R4 R5 R6 R7

・地域移行に係る諸会議への参画
・地域移行説明会への参加

・地域移行に係る諸会議の実施
・モデル事業実施
・地域移行説明会実施
・地域移行支援アドバイザー

派遣 等

・生徒、保護者のニーズ調査
・教師への意向調査
・関係者による検討

の場を設置し、
検討開始

・県立中学校等検討委員会の設立
・各校の現状と課題の共有等

部活動の改革推進期間

検討・協議・情報共有

各校による検討部会
（適宜開催）

□方向性の確認
□学校での部活動の

明確化 等

スケジュール

□県協議会（5回/年）

・県による協議会の設立

県
立
中
学
校
等

県
環
境
文
化
部

岡山操山中 倉敷天城中 津山中 岡山大安寺中等(前期）

県

教

育

委

員

会

□県立中学校等における地域移行の在り方に係る検討

②（２月頃）

■構成メンバー：校長、副校長、教頭、生徒指導主事、
体育主任、 PTA・ 地域の代表者、
県教育庁(保健体育課、生涯学習課)等

■各校において「部活動の地域連携・地域移行」検討部会を設置〇広範囲の通学・全県学区
〇生徒の多様なニーズへの対応
〇地元との連携
〇学校施設の利用及び管理 等

県立中学校等
の特徴・課題

休日の部活動をどうするのか

各校の実態やニーズに沿った各校の部活動の
在り方（地域移行等）の方向性を検討

【方向性により生じる課題を検討】

(例)
〇指導者や活動の場の確保

〇市立中学校との連携、高校との連携
など

検討内容

・休日の部活動の
段階的な地域移行

指導助言・情報共有等

（予定）

【今ある部活動をどうするのか】
部活動の位置づけをどう考えるか。

・競技性を求める（従来の体育会系的）
・より多くの運動をしたい生徒の活動の場(ライトスポーツ的)

(例) 〇土日の全ての部を学校管理下外へ移行（地域移行）
→学校として土日の活動は無し

〇学校管理下で維持できる活動のみ継続（精選）
→原則、土日の部活動は無しだが、複数の活動が継続

方向性

【県環境文化部】
■協議会の設置・開催、文化・スポーツ団体との意見交換会の開催等
【県教育委員会】
■「部活動の地域移行」推進事業
・少子化の進行と学校の働き方改革への対応が求められる中、将来にわたり子どもたちがスポーツ・文化芸術に継続
して親しむことができる機会を確保するため、部活動の地域移行に向けた実践研究等を実施
１ 市町村による地域移行等に向けた実践研究

・円滑な地域移行に向けた拠点校での実践研究：４市町村程度
・合同部活動の実践研究：１市町村程度

２ 地域移行支援アドバイザーの市町村への派遣
・地域移行に知見を有する者をアドバイザーとして市町村等へ派遣し、地域移行のための方策の検討や課題

解決に向けた助言等を行う。
３ 県立中学校等における地域移行の在り方に係る検討

県の取組 （予定）

推進体制

□市町村による地域移行等に向けた実践研究

「部活動の地域移行」推進事業

県立中学校等における検討

□地域移行支援アドバイザーの市町村への派遣

①（５月上旬）
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1 笠岡市 ○ 11/10 （木）

2 備前市 ○ 10/28 （金） 髙岡敦史

① 9/30 （金） 髙岡敦史

② 11/29 （火） 髙岡敦史、向井彰、三宅厚自

① 10/6 （木） 髙岡敦史

② 12/20 （火） 髙岡敦史、向井彰、三宅厚自

③ 1/10 （火） 髙岡敦史、三宅厚自

5 矢掛町 〇 11/25 （金）

6 ○ 1/19 （木） 髙岡敦史、白井福美、向井彰

7 新見市 ○ 1/23 （月） 髙岡敦史、松下誠

8 倉敷市
9 玉野市
10 井原市
11 総社市
12 高梁市
13 赤磐市
14 早島町
15 里庄町
16 吉備中央町

17 新庄村 ○ 10/25 （火） 髙岡敦史

① 12/1 （木）

② 2/15 （水）

19 美咲町 ○ 10/20 （木） 髙岡敦史

20 津山市
21 真庭市
22 美作市
23 勝央町
24 奈義町
25
26 久米南町

10

市町村名

〇4

区分№

岡
山
教
育
事
務
所

R5(2023).1.24現在

派遣コーディーネーター 備考派遣日時派遣実績

市町村の計

3 浅口市 ○

18 鏡野町 ○
津
山
教
育
事
務
所

和気町
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（５）地域移行支援コーディネーター派遣状況について



【進捗状況】 
R4.11 月 国としての兼職兼業の手引きを「ガイドライン公表時に示す予定。」 
     新ガイドラインのパブコメ実施中(11/17 12/16)(スポーツ庁・文化庁) 
R5. 1 月   兼職兼業の運用に関することは、「今年度中に公表する。」（文部科学省） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域クラブ活動において休日の指導を希望する場合の兼職兼業の申請について（案） 
 

岡山県教育庁教職員課 
 

■申請方法 
年度初めに「兼職許可申請書」「兼職許可申請者一覧表」「委嘱状の写し等」を校 が取りま

とめて教職員課へ提出する。 
 

１ 「兼職許可申請書」（一人につき一枚（複数の団体を掛け持ちする場合は、団体ごとに作
成）） 

 
 （主な項目の記入例） 
  ・週の時間数：38 時間 45 分 
  ・給料：給料表の級・号級 
  ・兼ねる職名：地域クラブ活動指導員 
  ・兼ねる職務内容：上記の活動実施（指導・引率等） 
  ・兼ねる期間：令和 5 年４ １  令和６年３ 31 日までの期間における休日。ただし、

在校等時間と地域クラブ活動に従事する時間の合計から、法定労働時間（週４０時間）
を引いた時間が月１００時間未満、複数月平均８０時間以内となる見込みである。 

  ・週時間数：１回何分の活動を週、月、又は年に何回か 
  ・報酬・月給等の有無及び額：上記活動１回につき何円か（相当 60 分につき何円か） 
 

（注）在校等時間と地域クラブ活動の指導に従事する時間の合計から、法定労働時間を引い
た時間が月１００時間未満、複数月平均８０時間以内とする上限規制あり。 

 
 
 
 
 

この資料は、令和３年２月１７日付け、２初初企第３９号「『学校の働き方改革を踏ま
えた部活動改革について』を受けた公立学校の教師等の兼職兼業の取扱い等について
（通知）」の内容をもとに、県立学校の教育職員を対象として作成した現時点での案であ
り、今後、文部科学省等から示される資料等により内容を修正する場合があります。 
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（７）地域クラブ活動において休日の指導を希望する場合の兼職兼業の申請について（案）



２ 「兼職許可申請者一覧表」 
 （様式・記入例）        兼職許可申請者一覧表 

職名 氏名 事業先・職名 期間 
教諭 □□ □□ （地域クラブ活動団体名）指

導員 
令和 5 年４ １   
令和６年３月 31 日の休日 

講師 ◆◆ ◆◆ （地域クラブ活動団体名）指
導員 

令和 5 年４ １   
令和５年９月 3０日の休日 

※臨時的任用講師等の期間に注意 
 
３ 「委嘱状の写し等」 
 ・委嘱状の写し 

・地域クラブ活動の主体が作成した、事業内容・事業予定日・事業時間、雇用形態・謝
金・期間や業務内容等がわかるものの写し（委嘱状で分かれば不要。） 

  
■その他 
 ・承認された場合でも、条件付き承認とし、在校等時間と地域クラブ活動に従事する時

間の合計から、正規の勤務時間（週３８時間４５分）を引いた時間が月１００時間未
満、複数月平均８０時間以内とする上限を超えている場合は自動的に翌月の活動を停
止する。 

 ・在校等時間と地域クラブ活動に従事する時間の管理は、今まで通りミライムで行い、
従前通りの日程で教職員課に報告すること。上記の通り、条件付き承認であり、上限
時間を超えた場合は、翌月の活動は自動的に停止となるので、管理職において、適切
に労務管理を行うこと。なお、ミライムの報告により、上限時間を超えていることの
報告も兼ねることとし、改めての報告は不要とする。ただし、上限を超える月が度重
なる場合は、別途報告を求めることがある。 

 

 
 

＜参考＞ 
「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」を受けた公立学校の教師等の兼職
兼業の取扱い等について（通知）   部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課   
（一部抜粋） 
 
・児童生徒の学びの保証や教師の健康管理の観点等の学校運営に支障がないこと。 
・当該教師の学校における労働時間と地域団体の業務に従事する時間を通算した時間か

ら労働基準法に規定される法定労働時間を差し引いた時間が単月 100 時間未満、複数
月平均 80 時間以内とならないことが見込まれる場合には、兼職兼業の許可を出さな
いことが適当であること。 

・教師が、地域部活動として地域団体の業務に従事することを希望しないにもかかわら
ず、当該教師にその業務に従事させることは決してあってはならないこと。 
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岡山県文化連盟の構成団体及び実施事業について 
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（８）文化部会より
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推進
委員会

運動
部会

文化
部会

諸会議等

5/13
（金）

第４回 県庁分庁舎
・令和４年度事業計画
・国の提言（案） 等

5/18
（水） 連絡会議

岡山
教育事務所

・部活動の地域移行について説明と情報交換
（参加者：各教育 
  和気町､早島町､里庄町､矢掛町､吉備中央町）

5/20
（金）

第２回 （ｵﾝﾗｲﾝ） ・国の検討会議（文化庁） 等

5/26
（木）

定例 津山
教育事務所

・部活動の地域移行について説明と情報交換
（参加者：各教育 
  真庭市､勝央町､津山市(代理)､美作市､新庄村､
  鏡野町､奈義町､ 粟倉村､久 南町､美咲町）

6/1
（水）

第３回 県立図書館
・令和４年度事業計画
・国の提言（案） 等

6/6
（月）

7/5
（火） 第２回代議員会

ﾋﾟｭｱﾘﾃｨ
まきび

・部活動の地域の移行に向けて説明
（参加者：中学校 会委員及び 部代表）

7/19
（火） 連絡会議

ﾋﾟｭｱﾘﾃｨ
まきび

・部活動の地域移行について説明と情報交換
（参加者：各教育 
  倉敷市､玉野市､笠岡市､井原市､総社市､高梁市､
  新 市､備前市､瀬 内市､ 磐市､浅 市､
  和気町､早島町､里庄町､矢掛町､吉備中央町）

7/22
（金）

第５回 県立図書館
・モデル校の進捗状況
・地域移行支援コーディネーター
・運動部活動の地域移行に関する検討状況 等

7/26
（火）

第３回 （ｵﾝﾗｲﾝ） ・国の提言について

8/1
（月）

地域移行説明会
（第１回①）

ﾒﾙﾊﾟﾙｸ
岡山

・国及び県の動向の共有
・R5段階的な地域移行に向けた準備 等

8/4
（木）

地域移行説明会
（第１回②）

県立図書館
・国及び県の動向の共有
・R5段階的な地域移行に向けた準備 等

8/9
（火）
8/26

（金）
岡山市教委との

意見交換会
県立図書館 ・部活動の「地域移行」の取組について 等

8/31
（水）

第４回 県立図書館
・進捗状況の共有
・R5段階的な地域移行に向けた準備 等

9/2
（金） 第３回代議員会

ピュアリティ
まきび

・部活動の地域の移行に向けて説明

9/26
（月）

地域移行説明会
（第２回）

県総合教育
センター

・R5国の概算要求 等

文化部活動の地域移行に関する検討会議

日にち
会  議

場 所 等 内 容 等

運動部活動の地域移行に関する検討会議 提言
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４　その他
　　〇今年度のスケジュール



推進
委員会

運動
部会

文化
部会

諸会議等

10/14
（金） 連絡会

奈義町
・国及び県の動向の共有

10/14
（金） 備中支部研修会

玉島交流
センター

・国及び県の動向の共有

10/26
（水）

知事と一緒に
生き活きトーク

赤磐市立
磐梨中学校 マに意見交換

10/26
（水）

参加
スポーツ庁が国の動向を説明（オンライン）

（オンライン参加）

12/20
（火）

第６回 県立図書館
・モデル校の実践研究まとめ
・国のガイドライン(案)及び県方針(案) 等

1/6
（金）

第４回 （ｵﾝﾗｲﾝ）
・モデル校の実践研究まとめ
・国のガイドライン(案)及び県方針(案) 等

1/17
（火） 第５回代議員会

ピュアリティ
まきび

・国のガイドライン（案）及び県方針（案）につ
いての説明

1/24
（火）

2/14
（火）

推進
委員会

運動
部会

文化
部会

諸会議等

8/25
アンケート調査の

実施
県立中学校・
中等教育学校

・「部活動の地域移行」に係るアンケート
（対象者：生徒、保護者、教職員）

10/24
（月）

検討委員会
岡山操山
中学校

・部活動の地域移行について説明と情報交換
・質疑応答

11/2
（水）

検討委員会
倉敷天城
中学校

・部活動の地域移行について説明と情報交換
・質疑応答

11/7
（月）

検討委員会 津山中学校

・部活動の地域移行について説明と情報交換
・質疑応答

11/11
（金）

検討委員会 岡山大安寺
中等教育学校

・部活動の地域移行について説明と情報交換
・質疑応答

第５回推進委員会（県立生涯学習センター）

日にち
会  議

場 所 等 内 容 等

研究成果発表会（県総合教育センター）

県立中学校・中等教育学校における部活動の地域移行に向けた取組

日にち
会  議

場 所 等 内 容 等
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